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県立松尾科校
日的：高校一年生が三年生になった時、｛本行に対
する態度がどのように変化するかを淵ぺる。
方法：四問紙法。 「（本育の授業についての，淵代及」
（昭 46 1J淋作成）を使用。設I！りに対して仕成を
〇、反対をx、どちらでもないを△と記人させた。
態度得点のn出にあたっては体育に好忍的な答を
+ 1 、非好意的な答を一 1 、どちらでもないを 0
として合叶した。全部で 3 0|iil。
涸査筍一[nl 昭 49.10.11 ~ 20一年生2 6 3 名
（令は女 r)
昭 51.10. 11 ~ 20 J:J~ 弓年時251
名 (I口1 上）
m二匝l
結果と考察
A: 授業に対する烙びは如何に変化したか。
この項に関する問は、体育の授業か、①生活にう
るおいをあたえてくれるのか、 Q＼緊張をほぐして
くれるか、③よろこびより苫しみか多いか、④．こ
欲的に授業にとり組めるか、⑤I]主0りに活助出来
るか等 1 0問である。
これら］ 0間に対する答を割合で汲わし、一年
時と三年次を比較したものが次図である。亨I; 26 f, a 54 ~ b 
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a 乎 Il:
(.＝年）
a :好意的意兄
b :どちらともいえない
C :非好意的，意兄
授業における沼びは意外に伸びなかった。しかも
約 2 割の生徒が c と答え、この割合は一、二年時
殆んど同じである この I 01/tlのうち①、＠に対
する答は次のようになっており、①では反対が切
① 体育の授棠は生活1こうるおいをあたえてく
れる。
笠成0…、
反対 XX'<X
③ 体育の授業はよろこぴより苫しみの月が多
し‘
苫しみ
が多いゞXXX
反対0な［二畠1ぺ奴、＼xxx,っ
5~"'27"'19~ 年、-
加した。②の一年時に苦しみが多いのは、体力づ
くりに用点をおいていたからであろう。生徒は緞
えるとか、体）Jづくりより、活動の楽しさや心身
の緊張をほぐしてくれる体育をより喰んでいるよ
うだ。次の体育に関する価値についての答では、
一年時 2 6 名、三年時 l 6 名が非好忍的であった。
この 1 6 名について特に調ぺると次のような結果
であった。
Itl （本育は教科の111で最も価伯あるものの 1 つ
だ。
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病気がち（貧血、皮廂病） 2 人、運動ぎらい
（ふとりすき、不器用） 4 人、性格的に極めてお
となしい 1 人、運動能）J ・（本力ともに枡迎 9 人。
ただし、この 9 人の中にはクラフ退部者、生活態
度に問題のあっに行、クラプ活劫中の怪我がなか
なか治らなかった者等が含まれていた。これと反
対に一年時に非好迄的であったが三年的に好意的
になった 4 5 名について調べると、この生徒逹は
慨ね成紐良好、生活態度まじめ、学習は栢極的で
あり、クラブJlll人者 8 人／ 4 5 、比較的病弱者
4人／ 4 5等であり、先の l 6 名と比較すると大
きな産があった。
B ：授業内容に対する評価はどのように変化し
たか。
この項に対する問は体育の授業が、①体力づくり
に役立つか、 ②t.: ＜ましい精神）Jを没うか、③明
朗 ・ 活発な性格をつくるか、④協力的な態度をつ
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くるか、⑤正々堂々と頑張る習慣を身につけさせ
てくれるか等の 1 0 問である。これら l 0問の結
果は次図の通りであり、好淫的意見の増加が顕著
（一年）
37~ 
a 
???
16 ~ 
C 
o-年） 62,,, 
a 四
a :好意的意見
b :どちらとも云えない
c ：非好意的意見
である。しかし c の．ほ見の割合も一 ・ 三年時殆ん
ど変らなく存在している。ここで問うている内容
は一般的には認められていることであろうが、現
実をつぷさに見れば小さな矛盾や疑問は多くある
だろう。 1 5 ％の生徒は理想通りにはゆかない体
育の現実を厳しく見ていろのだと思う。協力性に
ついては次図の如く 7 3 鴨の者が認めている。
閾 体育の授業は互に助け合い協力しあう習慨
を身につけさせてくれる。
賛成改℃0
反対xxxx
られる数である。次の問に対しては80~の者が
問 体育の授業は何も考えずに命令に従う人を
つくりやすい。
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しかし 3年時での税判的意見も 1 0 ~と増加した。
明るい性格についても 1 6 弔の者が反対の答をし
ている。これらは困難な問題ではあるが、今後の
指導に於て充分留己してゆきたい。
c: 授業に対する価値観はどのように変化した
か。
この項では体育の授業に於て、①利己主義がむき
出しになるか、②何をねらっているか分らないか、
③佃も考えずに命令に従う人間をつくり易いか、
④他教科と比ぺて教師の存在価値は低いか等につ
いて l 0 問の四問を集計した。次図はその結果で
ある。一年時に a はすでに 4 5 弔になっており、
否定的であり、当然とも考えられるが、 6 cl, が賛
成している。これらの生徒は、体育の授業は何を
ねらっているか分らない (7 "）に殆んど含まれ
ていたし、また利己主義がむき出しになる (7 cl,) 
と答えた生徒とも殆んど同一であった。
まとめ：指導の結果は生徒の態度の変化として
現われ、それによって自主的・積極的な体育が期
待出来るものと考える。今回の調査で三年時に好
意的な答より非好意的な答が多かった生徒（態度
得点がマイナス）は l 9名／ 2 5 l 名あるが、こ
のうち 7名は一年時もマイナスで三年になって更
にマイナスになった生徒であった。一年時より三
年の方が良くなったがまだマイナスの生徒が6 名。
あとの 6名は残念ながら一年時にプラスであって
三年時にマイナスになった生徒であった。これら
の生徒の生活態度についてはAで述ぺた。一年時
でマイナスで三年時にプラスになった生徒4 5名
についても先に述ぺた。これらの生徒について考
えると体育に対する態度の変化は、授業の彩匿も
大であるが、その他の生活からも大きな彩得を受
けるであろうことが考えられる。 以 上
（一年）
o-年）
45'i 
a 乎
67'I, 
a 
参考文献 ：徳永幹雄「学生の体育実技に対する
態度変容とその要因」
( 日本体育学会第2蓮り大会体育心埋瑚咄汁玲 ) シンポジウム発表汽料
17希
C a ：好意的意兄
b :どちらともいえない
C :非好意的意見
三年時で 6 7 ％に増加した。これは知識や理解度
といった客観的な尺度によって判断されるためで
あろう。三年時の c が 1 4 ~とあるが、反省させ
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